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へ  

ん  

ざ   

じ 

ま

　
目
の
前
の
右
の
丘
に
弾
薬

庫
の
入
口
が
あ
る
。
近
く
の

道
を
弾
薬
輸
送
中
と
表
示
し

た
米
軍
の
車
列
が
通
る
。
背

後
の
山
で
砲
弾
の
炸
裂
し
た

煙
が
上
が
る
と
ド
ー
ン
と
空

気
が
震
え
る
。

　
弾
薬
庫
か
ら
左
に
岬
の
先

ま
で
が
海
兵
隊
基
地
「
キ
ャ

ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
」。
岬
の
前
後

の
珊
瑚
の
海
、
ジ
ュ
ゴ
ン
の

棲
む
海
一･

六
平
方
キ
ロ
を

埋
め
、
普
天
間
よ
り
遙
か
に

大
き
な
基
地
と
す
る
と
云
う
。

　
岬
の
左
の
細
長
い
島
は「
ヤ

シ
ガ
ニ
」
が
棲
み
、
灯
台
の

あ
る
長
島
。
普
段
は
こ
の
島

の
手
前
か
ら
抗
議
船
の
進
入

を
防
ぐ
フ
ロ
ー
ト
フ
ェ
ン
ス

が
あ
る
。
こ
の
日
は
台
風
に

備
え
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の

台
船
も
含
め
て
殆
ど
撤
去
。

　
遙
か
沖
の
平
安
座
島
の

多
数
の
タ
ン
ク
は
総
容
量

四
五
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の

原
油
備
蓄
基
地
。
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
封
鎖
へ
の
備
え
。
そ
れ

な
の
に
安
倍
は
騒
ぐ
！
？

辺
野
古
の
海
兵
隊
基
地

沖
縄
県
名
護
市
瀬
嵩

　
名
護
学
院
跡
地
か
ら

　
　
　
　
二
〇
一
五
年
七
月

せ  

だ
け

「
沖
縄
の
二
紙
を
つ
ぶ
せ
」
だ
っ
て
・
・
・

　

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
委
員
の
百

田
氏
や
自
民
党
の
大
西
議
員

な
ど
が
、
沖
縄
の
地
方
新
聞

「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
」
と
「
琉
球

新
報
」
の
二
紙
を
つ
ぶ
せ
・・・

と
大
合
唱
。

　

左
に
あ
る
様
に
、
二
紙
は

猛
反
発
。
何
故
か
？
も
し
、

猛
反
発
し
な
か
っ
た
ら
、
読

者
か
ら
見
放
さ
れ
る
か
ら
。

米
軍
占
領
下
で
の
歴
史

　

米
軍
占
領
下
、
新
聞
用
紙

を
配
給
す
る
こ
と
で
米
軍
は

新
聞
を
統
制
。
し
か
し
、
用

紙
の
配
給
を
受
け
る
為
、
米

軍
に
お
も
ね
っ
た
新
聞
は
県

民
に
嫌
わ
れ
た
。
十
紙
以
上

が
、
読
者
が
い
な
く
な
っ
て

つ
ぶ
れ
て
き
た
そ
う
だ
。

二
紙
の
論
調
は
沖
縄
の
世
論

　

安
倍
自
公
政
権
は
普
天
間

基
地
の
辺
野
古
へ
の
強
化
拡

大
移
設
計
画
を
推
進
。
し
か

し
、
沖
縄
の
世
論
は
、
そ
れ

を
拒
否
し
て
い
る
。

　

も
し
、
安
倍
政
権
に
迎
合

し
て
辺
野
古
移
転
推
進
の
論

調
に
し
た
ら
、
読
者
か
ら
見

放
さ
れ
、
つ
ぶ
れ
る
。
二
紙

の
論
調
に
文
句
を
つ
け
る
よ

り
、
沖
縄
に
出
向
き
、
沖
縄

の
民
衆
の
声
に
真
摯
に
耳
を

傾
け
る
べ
き
だ
。

　

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
。


